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【概要】：

ブッシュ大統領（先代）は先進国サミットヒューストン会合（１９９０年７月）において森林条約交渉を開始するよう提案したという、大統領府が発表した広報資料

記述内容

（背景）

森林の役割として、二酸化炭素の貯蔵庫、水源、木材供給、野生生物の生息地域などに言及

（提案）

ブッシュ大統領は本日先進国サミットに対してできるだけ早い国際森林条約の交渉を開始すべきであると提案した。

交渉期限は９２年地球サミットで署名

条約の性格

成功を収めたオゾン層の保護のためのウィーン条約に類似した独立した(freestanding)条約で、市場メカニズムに依拠し、柔軟性をもったもの

活動の内容

研究の推進（天然林を保護し森林管理水準の改善、コスト効率的な造林技術の開発、保続生産戦略の確立などの研究が必要。第１ステップとしてプエルトリコの熱帯林研究所を総合的な国際的研究所として拡張）、世界的なモニタリングシステムの構築、技術訓練の推進、

造林の推進（米国は年に１００万本の植林）、ITTOの支持、TFAPの改造、大気汚染の緩和、二国間多国間協力の推進、負債と自然のスワップ、有害な補助金の除去（限界地域の森林の農牧地への転換に関する補助金など）

【コメント】：

このころが一番森林条約に接近した時期だった

